
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 6 月 23 日 

1998 年の開館以来続く、第一線で活躍するオルガニストを紹介する『オルガン・リサイタル・シ

リーズ』。47 回目は、パリ国立高等音楽院等で研鑽を積み、現在は東京芸術劇場のオルガニストを

務めるジャン=フィリップ・メルカールト氏を迎えます。 

本公演では、この 12 月に一般公開を再開するパリのノートルダム大聖堂の歴代オルガニスト達の

作品を中心としたプログラムをお贈りします。 

ノートルダム大聖堂の正オルガニストであるオリヴィエ・ラトリー氏にも師事していたメルカール

ト氏。「大聖堂の感動的で独特な雰囲気を再現できると思っている」と意気込む、思いが詰まった

プログラムを、横浜みなとみらいホールでご堪能ください。 

 
名  称 オルガン・リサイタル・シリーズ 47 ジャン＝フィリップ・メルカールト オルガン・リサイタル 

     ノートルダム大聖堂 ―オルガン音楽の 100 年～12 月の再開を記念して～ 

日  程 2024 年 10 月 27 日（日） 14:00 開演（13:20 開場） 

会  場 横浜みなとみらいホール 大ホール 

出  演 ジャン=フィリップ・メルカールト（オルガン）、石川洋人（テノール）、加藤恭子（パーカッション） 

曲  目 オリヴィエ・ラトリー：サルヴェ・レジーナ  ［共演：石川洋人］ 

     マルセル・デュプレ：前奏曲とフーガ 変イ長調 Op.36 No.2 

            ピエール・コシュロー：シャルル・ラケの主題によるボレロ  ［共演：加藤恭子］ 

            ルイ・ヴィエルヌ：オルガン交響曲 第 6 番 Op.59(全 5 楽章)  

料  金 全席指定 2,500 円、学生・障がい者手帳をお持ちの方 1,000 円  ※未就学児入場不可 

     2024 年 6 月 29 日（土）一般発売  

申  込 横浜みなとみらいホールチケットセンター ☎045(682)2000 ※10:00-17:00(休館日・保守点検日除く) 

主  催 横浜みなとみらいホール（公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団） 

横浜みなとみらいホール 〒220-0012 横浜市西区みなとみらい 2-3-6 

 電話：045(682)2020 ※10:00-18:00（休館日・保守点検日除く）  E-mail：pr_mmh@yaf.or.jp 

広報担当：藤井聡子、飯島玲名、松本 菫  事業担当：絹見祐佳里 

このプレスリリースに関するお問合せ 

※当事業の取材・情報掲載をお願い申し上げます。情報掲載の際はお手数ですが事前にご一報ください。 

横浜からノートルダム大聖堂の再開に思いを馳せるオルガン・リサイタル 

 

PRESS RELEASE 

ジャン=フィリップ・メルカールト オルガン・リサイタル 

ノートルダム大聖堂 ―オルガン音楽の 100 年～12 月の再開を記念して～ 



 

 

■本事業の注目ポイント 

1. 各地で精力的な活動を続ける実力派オルガニストが登場 

 

 

 

 
 
 
 

2. ノートルダム大聖堂の再開を記念したプログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. パイプオルガン×声楽・パーカッションのコラボレーション 

 

 

2019 年に火災に見舞われ、今年 12 月に一般公開を再開するパリのノートルダム大聖堂は、12 世紀か

ら現代に至るまで、西洋クラシック音楽の重要な中心地であり続けています。本公演では、オリヴィ

エ・ラトリー、ピエール・コシュロー、ルイ・ヴィエルヌといった、過去 100 年にわたるノートルダム

大聖堂の歴代オルガニスト達の作品を中心としたプログラムをお贈りします。特に、現在も正オルガニ

ストを務めるラトリー氏は、メルカールト氏の恩師の一人。ノートルダム大聖堂へ強い思い入れを持つ

メルカールト氏が考え抜いた渾身のプログラムで、横浜からフランスへと思いを馳せます。 

 

ジャン=フィリップ・メルカールト氏は、パリ国立高等音楽院やベルギー王立

音楽院にて研鑽を積み、ノートルダム大聖堂の正オルガニスト オリヴィエ・

ラトリー氏にも師事。日本では札幌コンサートホール Kitara をはじめ、各地

のホールオルガニストを務める等、精力的な活動を続けており、2023 年 4 月

には東京芸術劇場のオルガニストに就任しました。 

横浜みなとみらいホールでは、過去に 2012 年 3 月の『オルガン・リサイタ

ル・シリーズ』、そして平日昼間のコンサートシリーズ『オルガン・1 ドルコ

ンサート』にも三度出演。“ルーシー”を詳しく知るメルカールト氏が生み出す 

響きにご期待ください 

オルガン独奏の他、声楽・パーカッション奏者を迎えてのコラボレーション

も注目ポイントの一つです。 

ラトリーの《サルヴェ・レジーナ》はテノールの石川洋人氏と共演します。

聖歌隊とともに演奏されることが多い教会のオルガン。大聖堂の荘厳な雰囲

気を再現します。パーカッションの加藤恭子氏とはコシュローの《シャル

ル・ラケの主題によるボレロ》で共演。コシュローによる即興を、後に楽譜

に書き起こした本作。オルガンとパーカッションで展開される《ボレロ》の

リズムをお楽しみください。 

PRESS RELEASE 

ジャン=フィリップ・メルカールト 

アメリカ、C. B. フィスク社製。輝くような明るい音色にふさわしく、「光」を意

味するラテン語“lux”に由来する“ルーシー”という愛称で親しまれています。ホン

ジュラス・マホガニー製のケースには、横浜にちなんだカモメの彫刻が施されて

います。現代のコンサートホールにおけるオルガンの理想を追求して設計されて

いるため、バッハ以前の時代から現代に至る多種多様なオルガン曲を、それぞれ

にふさわしい音色で演奏することができます。  

横浜みなとみらいホールのパイプオルガン“ルーシー” 

©K.Miura 

©KAZUTO SHIMIZU 

(左)石川洋人、(右)加藤恭子 

 

©平舘平 


